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ベトナム視察

・労働省
ゾアン マウ ジエプ労働副大臣

・商工省
人材教育部及び人事管理部
ファム ヴァン クアン 副部長（写真左）

アフリカ・アジア市場部
ド フォン ズン 副部長（写真右） 2



ベトナム視察

在ベトナム大使 梅田大使との対談

技能実習生送出し機関
国営企業ニュータコの日本語学校
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総社市の在留外国人の状況

（１） 総社市の人口
総人口：６９，２７９人 ２０１９年１２月１日現在

（対前年 +１２３人）

うち在留外国人 １，６７６人 （対前年 ＋209人）

（総人口に占める割合 ２．４２％（対前年 ＋0.30％）

うちベトナム人 ８５３人（対前年 ＋157人）

（在留外国人に占める割合 ５０．８９％） （対前年 ＋3.45％）
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コミュニティ組織の形成

総社を好きになり、第2のふるさとと感じていただけるように、施策を展開

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
の
形
成
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市長との意見交換会
～技能実習生が困っていることなど市長自ら聞き取り～
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交通教室
～市の交通指導員による自転車の乗り方のルールを指導～

・市内のベトナム人のほとんどが自転車を移動手段としている
主に自転車のマナーについて、安全・安心のための交通教室を定期的に行って
いる
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地域との交流
～下原自治会のみなさまとの新春おもちつき大会～

・被災のあった下原地区で、新年にもちつき大会が行われ、ベトナム人も餅つきに
参加し、地域の方と交流してもらった。
また災害についても知ってもらう機会となった。
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着物で行こう！成人式！
～総社市で一生で一度の思い出を作ってもらう～

・ボランティアの方の協力により、成人する

ベトナム人（１６名）に対して、着物の無料
レンタル、着付けを行った。
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ベトナミーティング
～ベトナム人についてもっと知るための講演会～

・市内で働くベトナム人（通訳経験者３名）による講演会
ベトナムの文化や性格の特徴などを、市内企業や一般市民（約６０名）に対して
講演をしてもらった。
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食の交流会+若者会議
～食で触れ合う同世代交流会～

・市内で働くベトナム人技能実習生と岡山県立大学生、市若手職員を対象に参加者
を募り、食の交流会を開催した。
ベトナム料理の「フォー」と「揚げ春巻き」を作り、歓談を交えつつ食事会を行った。 11



ベトナム人多文化共生推進員の雇用
～ニーズの把握や生活支援の推進～

・２０１９年４月から新たにベトナム人多文化共生推進員として
ジュン・ティ・トウエット・チンを採用。
・ベトナム語版広報紙「総社ベトナミーズニュース」を発行 12



ベトナミーズデイin総社の開催
～外国人にとって最もやさしいまちづくり～

・写真左から、ヴー・ホン・ナム大使、片岡市長、加藤議長
総社市コミュニティ協議会平松会長、SIC譚会長

講演するヴー・ホン・ナム大使 ベトナム人によるカラオケ大会

ビンゴ大会 ベトナムをはじめとした各国の屋台

・２０１９年５月１８日に国際交流イベント「ベトナミーズデイin総社」を開催。ベトナム大使を
招聘し，ベトナム大使来総記念フォーラム内で「多文化共生まちづくり宣言」を採択した。
・ステージイベント，カラオケ大会，ビンゴ大会で会場を盛り上げた。
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日本語教室＋暮らし方教室
～総社市地域参加型生活サポート日本語教育事業～

・毎週日曜日に「地域でつながる日本語教室」を開催（年３０回）
日本語学習だけでなく、日本人との「顔が見える関係づくり」を目指し、地域住民として
社会に溶け込めることを支援する。

・毎月第３水曜日に「暮らし方教室」を開催（年１０回）
地域に暮らす外国人住民が，日常生活に必要なルールやマナーを学ぶ機会を設ける
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そうじゃインターナショナルフェスタの開催
～日本人と外国人との交流イベント～

屋外ステージでの各国のパフォーマンス

ベトナム人によるパフォーマンス

参加者全員による抽選会

ベトナムをはじめとした各国の屋台

・日本人市民のコミュニティの集合組織である「総社市コミュニティ地域づくり協議会」との
協働企画により，年に1 度，日本人と外国人との交流イベントを開催。 15




